
　

経
済
安
全
保
障
は「
待
っ
た
な
し
の
課
題
」─
２

０
２
２
年
の
通
常
国
会
の
施
政
方
針
演
説
に
お
け
る

岸
田
文
雄
首
相
の
こ
の
発
言
は
正せ

い

鵠こ
く

を
射
て
い
る
。

二
大
経
済
大
国
が
戦
略
的
競
争
を
繰
り
広
げ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

性
が
顕
在
化
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
経
済
と
安
全
保
障
を
切
り
離
し
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
経

団
連
は
、
２
０
２
０
年
６
月
か
ら
私
が
委
員
長
を
務

め
る
外
交
委
員
会
を
中
心
に
経
済
安
全
保
障
に
つ
い

て
検
討
し
、
政
府
に
対
し
て
経
済
界
の
考
え
方
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
機
微
技
術
の
流
出
防
止
を
含
む
経

済
安
全
保
障
に
関
す
る
国
内
外
の
政
策
動
向
に
つ
い

て
会
員
企
業
に
対
す
る
情
報
提
供
を
拡
充
す
る
な
ど
、

経
営
レ
ベ
ル
で
の
課
題
認
識
の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
経
済
安
全
保
障
に
関
す
る
経
団
連
の
問

題
意
識
と
最
近
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

経
済
安
全
保
障
推
進
法
案
へ
の
働
き
掛
け

　

経
済
活
動
に
関
し
て
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
の
規

制
や
支
援
策
を
講
じ
る
に
当
た
っ
て
は
、
経
済
活
動

の
実
態
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

安
全
保
障
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
論
を
俟
た

な
い
が
、
同
時
に
、
企
業
が
国
内
外
で
自
由
に
事
業

を
展
開
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
た
め
経
団
連
は
、
経
済
活
動
の
担
い
手
で
あ
る

企
業
の
視
点
を
踏
ま
え
て
政
府
に
対
し
て
働
き
掛
け

を
行
い
、
よ
り
良
い
制
度
作
り
に
貢
献
す
る
よ
う
努

め
て
き
た
。

　

具
体
的
に
は
、
２
０
２
１
年
11
月
に
設
け
ら
れ
た

「
経
済
安
全
保
障
法
制
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」（
以

下
、
有
識
者
会
議
）に
経
団
連
の
委
員
が
参
加
し
、

外
交
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
も
と
に
意
見
を
表
明

し
た
。
同
会
議
は
２
０
２
２
年
２
月
１
日
に
、
４
つ

の
施
策（
①
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
、
②
基

幹
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
、
③
官
民

技
術
協
力
、
④
特
許
出
願
の
非
公
開
）に
関
す
る
提

言
を
公
表
し
た
。
こ
の
提
言
は
、
全
体
と
し
て
経
済

活
動
の
自
由
や
国
際
ル
ー
ル
と
の
整
合
性
に
配
慮
し

た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
経
団
連
の
考
え
方
が
お
お

む
ね
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

有
識
者
会
議
の
提
言
を
踏
ま
え
、
経
団
連
は
、
２

月
９
日
に
「
経
済
安
全
保
障
法
制
に
関
す
る
意
見
」

を
取
り
ま
と
め
た
。
こ
こ
で
は
、
法
制
化
に
当
た
っ

て
「
欧
米
は
じ
め
諸
外
国
の
取
り
組
み
に
照
ら
し
て
、

企
業
活
動
に
過
度
な
制
約
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
」

「
国
際
ル
ー
ル
と
の
整
合
性
を
確
保
す
べ
き
」
な
ど

を
提
言
し
た
。
提
言
取
り
ま
と
め
と
相
前
後
す
る
形

で
２
度
に
わ
た
り
、
小
林
鷹
之
経
済
安
全
保
障
担
当

大
臣（
当
時
）と
意
見
交
換
を
行
い
、
経
団
連
の
考
え

方
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
２
月
25
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
経
済
安
全
保
障
推
進
法
案
に
は
、
経
団
連
の
意
見

が
多
く
反
映
さ
れ
た
。

外
交
委
員
長

大
林
組
会
長

大おおば
や
し林
剛たけお
郎

経
済
安
全
保
障
に
関
す
る
経
団
連
の
取
り
組
み
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特集 経済安全保障の確保に向けて

　

さ
ら
に
、
法
案
の
会
期
内
で
の
成
立
を
経
済
界
と

し
て
後
押
し
す
る
た
め
に
、
国
会
で
の
審
議
が
始
ま

る
直
前
の
３
月
14
日
に
、
日
本
商
工
会
議
所
と
関
西

経
済
連
合
会
と
と
も
に
法
案
の
早
期
成
立
を
求
め
る

共
同
提
言
を
公
表
し
た
。
国
会
で
は
、
経
団
連
関
係

者
の
参
議
院
内
閣
委
員
会
の
参
考
人
招
致
等
も
経
て
、

５
月
11
日
に
法
案
が
成
立
し
た
。
そ
の
際
に
経
団
連

は
、
十
倉
会
長
が
コ
メ
ン
ト
を
発
出
し
、
法
案
の
成

立
を
歓
迎
し
た
。

経
済
安
全
保
障
推
進
法
の
施
行
に
向
け
て

　

経
済
安
全
保
障
推
進
法
は
、
全
体
と
し
て
経
済
活

動
の
自
由
や
国
際
ル
ー
ル
と
の
整
合
性
に
配
慮
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
規
制
の
対
象
な
ど
、
具
体
的
な
制

度
設
計
は
政
省
令
等
で
定
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
経

団
連
と
し
て
は
、
法
案
成
立
後
も
、
政
府
の
検
討
状

況
を
注
視
し
、
適
宜
、
意
見
を
表
明
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
経
済
安
全
保
障
推
進
法
で
は
、
全
施
策

に
共
通
す
る
基
本
的
な
事
項
を
示
す
「
基
本
方
針
」

と
、
４
つ
の
施
策
ご
と
の
「
基
本
指
針
」
を
策
定
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
基
本
方

針
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
お
よ
び
官
民
技

術
協
力
の
２
施
策
の
基
本
指
針
が
先
行
的
に
検
討
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
会
議
で

意
見
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
提
出
し
た
結
果
、
経
団
連
の
意
見
が
多
く
反
映

さ
れ
た
。

術
の
研
究
に
つ
い
て
意
見
を
表
明
し
た
。

企
業
の
取
り
組
み
促
進

　

経
済
安
全
保
障
の
確
保
に
向
け
て
は
、
企
業
が
持

つ
機
微
な
技
術
・
情
報
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
も
欠
か

せ
な
い
。
そ
こ
で
経
団
連
は
、
政
府
へ
の
働
き
掛
け

と
並
行
し
て
、
会
員
企
業
に
、
技
術
・
情
報
の
流
出

経
路
・
手
口
等
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
、
企
業

の
経
済
安
全
保
障
へ
の
関
心
・
認
識
を
向
上
す
べ
く

努
め
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
12
月
に
は
公
安
調
査
庁
の
和
田
雅
樹

長
官
、
２
０
２
１
年
４
月
に
は
警
察
庁
の
松
本
光
弘

長
官（
当
時
）と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
我
が
国
企
業

が
留
意
す
べ
き
先
端
技
術
の
流
出
リ
ス
ク
等
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
技
術
流
出
防
止
に
向

け
た
官
民
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

っ
た
。ま
た
、２
０
２
２
年
６
月
に
公
安
調
査
庁
と
共

催
し
た「
経
済
安
全
保
障
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
は
、
米

連
邦
捜
査
局（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）に
よ
る
経
済
安
全
保
障
を
巡

る
リ
ス
ク
と
米
国
政
府
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
講

演
と
と
も
に
、
会
員
企
業
か
ら
経
済
安
全
保
障
に
関

す
る
自
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　

政
府
は
今
後
、
経
済
安
全
保
障
推
進
法
の
施
行
に

向
け
て
政
省
令
の
策
定
や
支
援
物
資
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
選
定
な
ど
を
行
う
。
ま
た
、
同
法
に
含
ま
れ
て

い
な
い
課
題（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

等
）に
つ
い
て
も
、
検
討
を
進
め
る
方
針
で
あ
る
。

　

経
団
連
は
、
こ
れ
ら
が
実
効
性
あ
る
も
の
と
な
る

よ
う
、
適
宜
、
意
見
を
表
明
し
て
い
く
。
ま
た
、
政

府
や
有
識
者
と
も
連
携
し
、
企
業
に
有
用
な
情
報
の

提
供
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

ま
た
、
政
府
が
設
け
た
「
経
済
安
全
保

障
重
要
技
術
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
会
議
」
に
も
経
団
連
の
委
員
が

参
加
し
、
我
が
国
が
支
援
す
べ
き
重
要
技経済安全保障シンポジウムでの挨拶

図表　経済安全保障を巡る動向と経団連の取り組み
2021年

11月26日          
政府

「経済安全保障法制に関する有識者会議」（以下、有識者
会議）を設置。経団連からの委員も参加

2022年
２月１日

政府 有識者会議が「経済安全保障法制に関する提言」を公表

２月７日 経団連 「小林鷹之 経済安全保障担当大臣との懇談会」を開催

２月９日 経団連
「経済安全保障法制に関する意見」を小林経済安保担当
大臣に建議

２月25日 政府 「経済安全保障推進法案」を閣議決定

３月14日
経団連・日
商・関経連

「経済安全保障推進法案の早期成立を求める」を小林経
済安保担当大臣に建議

４月21日 経団連 参議院内閣委員会の参考人招致で意見表明

５月11日 国会 「経済安全保障推進法」が成立

６月21日 政府
「経済安全保障重要技術育成プログラムに係るプログ
ラム会議」（以下、プログラム会議）を設置。経団連から
の委員も参加

８月29日 政府
プログラム会議が「研究開発ビジョン（案）」を取りま 
とめ

９月12日 政府
有識者会議が「基本方針（案）」「安定供給確保指針（案）」

「特定重要技術研究開発指針（案）」を取りまとめ

９月16日 政府
「研究開発ビジョン」を経済安全保障推進会議・統合イ
ノベーション戦略推進会議合同会議で決定

９月30日 政府
「基本方針」「安定供給確保指針」「特定重要技術研究開
発指針」を閣議決定
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